
IPM実践指標（りんご）記入表
氏名（団体名）：

昨年
度の
実施
状況

今年
度の
実施
目標

今年
度の
実施
状況

園地立地条件の
確認

　園地周辺の放任園（樹）などが病害虫の重要な発生源となる危険性が
ある場合には、関係機関や関係者間の協議により放任園解消に取り組
む。

1 -

健全な苗木の
利用

　根頭がんしゅ病や紋羽病、カイガラムシ類、リンゴワタムシなどの病害
虫の発生がない健全な苗木を植栽する。 1 -

間伐
　適宜間伐等を行い適正な栽植密度とし、病害虫の発生しにくい環境を
つくる。 1 -

　病害虫の被害を受けた落葉・せん除した枝・枯れ枝などは園外へ搬出
するなど、適切に処分する。【必】 1 -

　徒長枝、ひこばえなど、病害虫の増殖の温床になる部分は、病害虫の
発生時期を考慮して、随時除去する。（注２） 1 -

　炭疽病及び赤星病対策として、果樹園及びその周辺から伝染源植物
（ニセアカシア、カシグルミ、オニグルミ）及び中間宿主（ビャクシン類）を
除去する。

1 - ○

粗皮削り
　胴腐らんの早期発見、越冬害虫（クワコナカイガラムシ、リンゴハダニな
ど）の除去のため、粗皮削りを実施する。【必】 1 - 〇

　樹冠内部の通風・採光を良好にし、病害虫が発生しにくい環境を作る
とともに、薬剤到達性が良くなるように配慮する。【必】 1 -

　腐らん病対策として、発生の多いほ場では、初冬や厳冬期を避けて３
月以降に剪定する。【必】 1 -

マシン油の散布
　リンゴハダニやカイガラムシ類対策として、休眠期にマシン油乳剤によ
る防除を実施する。【必】 1 -

越冬害虫防除 　秋季にバンド巻きを行い、集まった越冬害虫を春先に処分する。 1 - ○

　薬剤抵抗性の発現を防止するため、作用機構の異なる農薬をロー
テーションで使用する（同一系統薬剤の連用を避ける）。 【必】 1 - 〇

　殺虫剤を散布する前に害虫発生地点に目印を付け、散布後に効果の
確認を行う。【必】 1 -

　雑草の種類、生育を確認し、適切に除草剤を使用する 1 -

　十分な薬効が得られる範囲で最少の使用量となるよう最適な散布方法
を検討した上で、使用量・散布方法を決定する。【必】 1 -

　降雨日の多少により殺菌剤の散布間隔を調整する。 1 -

　農薬散布は風の強くないときに行い、散布むらが生じないよう丁寧な散
布を心掛ける。 1 -

草生管理
　樹間は草生栽培を行い、随時、機械除草して樹冠下に敷草する。【必】

1 -

性フェロモン剤
の利用

　交信かく乱剤を使用し、農薬使用削減に取り組む。
2 - ○

被害部の除去

　腐らん病被害部、うどんこ病被害枝、炭疽病罹病果実、シンクイムシ類
被害果や、ナシヒメシンクイ幼虫による芯折れ枝など病害虫の被害部を
発見した場合には早期に処分する。【必】

1 -

害虫の捕殺
　園内を定期的に見回り、害虫の卵塊、幼虫、成虫を捕殺する。

1 -

着色管理時期の
摘葉

　ハマキムシ類の被害軽減のため、果実に接触している葉を着色管理時
期のなるべく早い時期に摘み取る。 1 -

果実への袋かけ
　モモシンクイガ、炭疽病、輪紋病などの対策として、適切な防疫袋をか
ける。除袋後は、速やかに防除を実施する。 2 -

適正な樹勢の
維持

　白紋羽病、紫紋羽病は樹勢が衰弱すると発病しやすいので、適正な
着果管理を行って適樹勢を維持する。【必】 1 -

　

（３）休眠期の管理

（４）薬剤の選択、散布

（５）生育期間中の管理

管理項目

【基礎項目】　全てのＩＰＭ実践者が取り組むべき基礎的な項目

管理ポイント
点
数

チェック欄（注１）

（１）開園

発生源の除去

整枝・剪定

平成　　　年産

薬剤の選択と
効果確認

散布方法

解説
書の
有無

（２）園地の管理

http://www.pref.nagano.lg.jp/nogi/documents/02-1.pdf
http://www.pref.nagano.lg.jp/nogi/documents/03-3.pdf
http://www.pref.nagano.lg.jp/nogi/documents/02-1.pdf
http://www.pref.nagano.lg.jp/nogi/documents/03-4.pdf
http://www.pref.nagano.lg.jp/nogi/documents/02-2.pdf


昨年
度の
実施
状況

今年
度の
実施
目標

今年
度の
実施
状況

薬剤到達性向上
　果実の重みで枝が下垂し重なり等が出てくるので、支柱立てや枝つり、
徒長枝切りを行い風通しを良くし、薬剤到達性を向上させる。 1 -

樹体日焼けの
防止

　樹体日焼け防止のために、陰になる枝を適宜配置する。枝がなく日焼
けのリスクがある骨格枝には、白塗剤を塗布したり、わら等を被覆して保
護する。

1 -

泥巻き法
　腐らん病対策として、病斑を広く削り取り、患部に水気のある土壌を張
りつけ、当該部をビニールなどで覆う。 1 - ○

施肥管理など

　樹勢や根の活性を良好に保ち、病害の発生しにくい樹体にするため
に、園地の土壌診断に基づいて完熟堆肥や土壌改良資材などを適切に
施用し、土壌診断や樹の生育状況に基づいて適正に施肥する。数年ご
との深耕も有効である。（注３）

1 -

病害虫発生予察
情報の確認

　病害虫防除所、農業改良普及センター、農業協同組合等が発表する
発生予察情報を入手し、それに基づき防除判断する。情報はファイルす
るなどして保管する。【必】

1 -

生育状況の把握
　最適な散布時期を判断するため、展葉期、開花期、落花期を把握す
る。また、開花予測などの情報を入手し活用する。【必】 1 -

作業日誌

　各農作業の実施日、病害虫・雑草の発生状況、農薬を使用した場合の
農薬の名称、希釈倍数・使用量、散布方法、使用時期などのIPMに係る
栽培管理状況を作業日誌として別途記録する。【必】

1 -

研修会等への
参加

　県や農業協同組合などが開催するIPM研修会等に参加する。【必】
1 -

防除要否の判断
　ほ場内を見回り、病害虫の発生を把握するとともに、気象予報などを考
慮して防除の要否・時期を判断する。【必】 2 -

防除時期の判断
　フェロモントラップ、粘着バンドトラップなどを用いて対象害虫の発生消
長を把握し、防除時期を判断する。（注４） 1 - 〇

選択性農薬の
使用

　土着天敵や訪花昆虫に影響の少ない選択性殺虫剤を使用する（例：Ｂ
Ｔ剤、ＩＧＲ剤、サムコル、フェニックス、ウララなど）。 2 -

天敵の利用
　ミヤコカブリダニなどの土着天敵に影響の少ない農薬を使用し、天敵を
温存してナミハダニの発生を抑制する。（注５） 2 -

樹冠の下草管理
　樹冠下の機械除草をするか、稲わらマルチなどによる抑草を行い、除
草剤を削減（１点）、又は使用しない（２点）。 １・2 -

温水処理による
紋羽病治療

　50℃の温水を点滴潅注して、白紋羽病、紫紋羽病の罹病樹を治療す
る。（注６） 1 - ○

解説
書の
有無

管理項目 管理ポイント
点
数

チェック欄（注１）

合計点数（注７)

対象ＩＰＭ計（注８)

評価結果

【応用項目】　積極的なＩＰＭの実践において取り組むべき項目

（６）施肥管理

（７）情報管理など

http://www.pref.nagano.lg.jp/nogi/documents/02-3.pdf
http://www.pref.nagano.lg.jp/nogi/documents/02-3.pdf
http://www.pref.nagano.lg.jp/nogi/documents/02-4.pdf


（注８）毎年度実施する管理ポイントの内、当該年度の病害虫の発生状況等から対象となる管理ポイントの合計点
数を記入し、また毎年度実施しない管理ポイントの内、当該年度の病害虫の発生状況等から対象となる管理ポイ
ントの合計点数を（ ）内に記入する。例20(3)

（注５）ミヤコカブリダニに対する農薬の影響については農業改良普及センターに問い合わせる。

（注７）毎年度実施する管理ポイントの内、実施した管理ポイントの合計点数を記入し、また毎年度実施しない管理
ポイントの内、実施した管理ポイントの合計点数は（ ）内に記入する。例20(3)

（注４）フェロモントラップにより、モモシンクイガ、ナシヒメシンクイ、リンゴコカクモンハマキ、キンモンホソガなどの発
生消長調査ができる。なお、交信かく乱剤を設置している園では使用できない。カイガラムシ類については、枝に
白いビニールテープを巻きその上に両面テープを巻いた粘着バンドトラップ法でふ化幼虫の消長を把握できる。
ハダニ類および天敵カブリダニ類については、新梢を叩いて黒い板上にダニを落下させ観察することによって発
生動向を知ることができる。

（注６）罹病樹の半径１～２ｍの範囲に５０℃の温水を地表面から点滴する。詳しい方法については農業改良普及
センターに相談し同所の指導のもとに行う。

（注３）未熟な有機物や堆肥の施用は、紋羽病やコガネムシ類幼虫の発生を助長したり、微生物による分解過程
で窒素飢餓を生じさせる恐れがある。

（注２）春期の「ひこばえ」にはキンモンホソガの越冬世代成虫が産卵するので、産卵が終了する開花期から落花
直後に剪去することが望ましい。徒長枝を除去することにより、斑点落葉病、褐斑病、ハマキムシ類、ハダニ類、ア
ブラムシ類、リンゴワタムシ、カイガラムシ類などの発生が抑制される。枯死樹は直ちに伐採し処分する。

（注１）チェック欄には、実施した場合には点数を、しなかった場合には０（ゼロ）を記す。対象外には「－」と記す。


